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■ 2012年度 JSTT第7回理事会，第4回通常総会
　6月18日（月），東京都千代田区平河町のホテ
ル　ルポール麹町にて，第7回理事会（3F：ア
メジストの間）及び第4回通常総会（2F：サファ
イアの間）を開催しました。
　第7回理事会では，第4回通常総会への付議案
件（① 平成23年度事業報告・収支決算（案），
② 理事辞任に伴う後任理事選任（案））及び理事
会議決案件（平成24年度事業計画・収支予算（案））
を審議，承認しました。
　第4回通常総会では，正会員92会員の出席（委
任状提出者含む）の基，総会議決事項である，① 
平成23年度事業報告・収支決算（案），及び② 
理事辞任に伴う後任理事選任（案）を可決しまし
た。また，平成24年度事業計画・収支予算が報
告されました。
　また通常総会後，場所を3F：マーブルの間に
移し，招待者や会員による懇親会を開催しました。
懇親会は松井会長の主催者挨拶の後，国土交通省
下水道部 塩路下水道事業課長より来賓挨拶をい
ただき，続いて日本下水道事業団谷戸理事長の挨
拶・乾杯のご発声で始まって，終始和やかな雰囲
気の中で終了する事ができました。

■ 2012年度　第19回　非開削技術講演会
　7月10日（火），東京都港区虎ノ門の発明会館ホー
ルにて，第19回非開削技術講演会を開催しました。
今回の講演会では，近年の日本の社会基盤整備事
業が峠を越えつつある現状とこれまでに培った優
れた非開削技術の更なる活用を考えて「非開削技
術の海外展開」をテーマにすることとしました。
　講演会の構成は，海外展開の現状やこれを踏ま
えた今後の提言等に関する2編の基調講演と，海
外展開を目指す種々の立場（企業）の方々によ
る海外展開への課題や施策に関するパネルディス
カッションとしました。
　講演テーマが最近の非開削技術関係者の興味と
上手く合致したこともあってか，聴講参加者は約
110名に上りました。
　なお，基調講演の題目と講演者及びパネルディ

スカッション参加者は下記のとおりです。
【基調講演1】　「下水道分野の国際展開について」
　国土交通省　下水道部　下水道事業調整官
　加藤　裕之氏
【基調講演2】　「アジアの水ビジネス概要」
　オリックス㈱　事業投資部　事業開発部長
　山本　賢一氏
【パネルディスカッション】
　コーディネーター　JSTT副会長
　　石川　和秀氏
　（公社）日本推進技術協会　専務理事
　パネリスト
　国土交通省　下水道部　下水道事業調整官
　　加藤　裕之氏
　オリックス㈱　事業投資部　事業開発部長
　　山本　賢一氏
　独立行政法人 国際協力機構（JICA） 地球環境部
　　佐々木　稔氏
　日本工営㈱　コンサルタント海外事業本部
　技師長
　　井上弥九郎氏
　ヤスダエンジニアリング㈱　専務取締役
　　安田　一成氏
　
■ 国際協力機構（JICA）前専門家
　 中島　栄一郎氏　講演と意見交換会
　8月20日（月），東京都江東区富岡の（公社）日
本推進技術協会会議室において，国際協力機構

（JICA）前専門家中島栄一郎氏による「インドネ
シアの水環境をめぐる話題」と題した講演会を開
催した。中島氏は任地のインドネシアから一時帰
国中であり，忙しい日本での日程を調整いただい
てインドネシアの水環境に関する現状，課題等を
お話いただいたものであります。講演後はまた，
講演会参加者との間で日本の非開削技術，特に下
水道用途の非開削技術のインドネシアでの展開に
ついて，ざっくばらんな意見交換を行いました。
　インドネシアでは都市部においても，下水を処
理して生活環境を維持するという発想そのものが
未だ育っていない事，したがって管きょ整備も進
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んでいないこと，反面都市内は人口が密集して道
路交通も煩雑なこと，等が紹介されました。この
講演会には国土交通省下水道部の加藤事業調整官
も参加されており，経済支援と並行して官民一体
となった技術者教育や技術基準類の整備，技術移
転の必要性等が意見交換されました。
　
■ JSTTの委員会活動
（1）機関誌（No-Dig Today）編集委員会，
　　　編集企画小委員会
【編集委員会】
　7月11日（水）に第82回編集委員会を開催し
ました。ここでは，7月1日発行済みの「小口径
管路の修繕・更生技術」を特集した，機関誌No-
Dig Today第80号について審議しました。
【編集企画小委員会】
　7月11日（水）に第93回編集企画小委員会を
開催しました。ここでは10月1日発行の「管路の
改築技術」を特集する機関誌No-Dig Today第81

号について，特集の構成（特集の狙い，対象技術
範囲）や記事執筆依頼先の選定，連載記事の今後
の進め方などについて審議しました。
（2）工法ナビゲーションシステム運営委員会
　6月27日（水）に第41回委員会を開催しまし
た。ここでは，HDD工法の検索ソフトの改良内容，
地下探査技術の検索対象項目・検索結果表示法な
どについて審議しました。
（3）ソーシャルコスト検討委員会
　8月3日（金）に第14回委員会を開催しました。
ここではソーシャルコスト検討マニュアル（草案）
について，その内容を章・節単位毎に審議しまし
た。マニュアル第1版の作成に向けて，この作業
は継続します。
（4）地下探査技術委員会
　6月21日（木）に第10回委員会を開催しました。
ここでは，工法ナビゲーションシステムにおける
地下探査技術の検索対象技術と項目および検索の
フローと結果の表示内容などを審議しました。
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